
「モスクワは極東の発展を約束する」と書か
れたサハリン大学付属研究所前の大看板

プ
ロ
ロ
ー
グ：

モ
ス
ク
ワ
で
「
２１
世
紀

劇
場
」
に
行
っ
た
初
夢
を
見
た
。
出
し
物

は
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
の
夜
明
け
」
だ
っ

た
。
第
１
幕
「
欧
州
の
家
」
に
引
き
続

き
、
第
２
幕
「
ロ
シ
ア
極
東
の
場
」・
第

１
場
「
東
京
―
ウ
ラ
ジ
オ
」
の
幕
が
開
い

た
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
た
。
舞
台
の
背
景

に
飾
ら
れ
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
大
看
板

が
く
っ
き
り
記
憶
に
残
っ
て
い
た
。

１）

極
東
会
議
の
創
設

私
が
極
東
に
行
っ
た
時
期
（
２
月
末
か

ら
３
月
初
旬
）
は
、
ロ
シ
ア
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
が
相
次
い
で
極
東
を
訪
問
し
た
時

期
と
重
な
っ
た
。
つ
ま
り
１
月
２８
日
に
は

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
イ
ン
ド
訪
問
の
帰
途

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
立
ち
寄
っ
た
し
、

そ
の
１
ヵ
月
後
（
３
月
１
日
）
に
は
、
フ

ラ
ト
コ
フ
首
相
が
日
本
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
入

り
し
て
い
る
。
こ
の
２
回
の
訪
問
は
、
昨

年
１２
月
２０
日
の
安
全
保
障
会
議
（
モ
ス
ク

ワ
）
で
の
極
東
（
発
展
）
国
家
委
員
会
設

置
（
委
員
長
フ
ラ
ト
コ
フ
首
相
）
を
受

け
、
現
地
の
首
長
と
意
見
を
す
り
合
わ
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り：

委
員
長
―
フ
ラ
ト
コ

フ
首
相
、
副
委
員
長
―
経
貿
省
の
グ
レ
フ
、
極
東

連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
カ
ミ
リ
・
イ
ス
ハ
コ

フ
、
シ
ベ
リ
ア
連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
ア
ナ

ト
リ
・
ク
ワ
シ
ン
。
そ
の
他
、
こ
の
委
員
会
に

は
、
地
元
の
全
て
の
知
事
と
一
連
の
関
連
連
邦
省

長
官
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
入
る
。
事
務
局
長
は
、

経
貿
省
次
官
ビ
タ
リ
ー
・
サ
ベ
ー
エ
フ
で
あ
る
。

こ
の
２
つ
の
会
議
で
は
、
極
東
発
展
に

関
す
る
重
要
な
戦
略
が
検
討
さ
れ
た
。
１

つ
は
、
極
東
自
身
の
足
腰
を
鍛
え
る
方

策
、
も
う
１
つ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
圏

へ
の
参
入
戦
略
の
一
環
と
し
て
の
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
首
脳
会
議
の
極
東
誘
致
（
２
０
１
２

年
）
問
題
だ
っ
た
。
会
議
で
は
、
沢
山
の

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
が
検
討
さ
れ

た
。
ボ
ス
ト
ー
チ
ヌ
イ
港
の
整
備
拡
充
、

輸
出
志
向
の
加
工
工
場
（
製
油
、
石
油
化

学
な
ど
）
の
建
設
、
空
港
の
拡
充
、
橋
梁

建
設
、
コ
ン
グ
レ
ス
用
高
級
ホ
テ
ル
の
建

設
、
海
洋
水
族
館
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
海

洋
生
物
学
研
究
所
、
研
究
基
地
、
ホ
テ

ル
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
・
保
養
ゾ
ー
ン
な

ど
）
や
太
平
洋
国
際
大
学
創
設
な
ど
。
日

本
企
業
が
こ
う
し
た
大
規
模
建
設
工
事
を

受
注
す
る
可
能
性
は
大
き
い
と
思
う
。

２）

「
第
２
回
日
ロ
投
資
会
議
」開
催

ウ
ラ
ジ
オ
会
議
の
直
前
に
東
京
で
「
第

２
回
日
ロ
投
資
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
百

人
超
の
ロ
シ
ア
側
首
相
同
行
団
が
来
日
し

た
。最

大
の
狙
い
は
、
日
本
か
ら
の
投
資
拡

大
と
技
術
移
転
の
加
速
で
あ
っ
た
。
貿
易

や
投
資
拡
大
に
向
け
た
行
動
計
画
策
定

や
、
サ
ハ
リ
ン
２
へ
の
欧
州
復
興
開
発
銀

行
の
融
資
の
働
き
か
け
、
北
海
道－

サ
ハ

リ
ン
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
に
よ
る
高

速
大
容
量
通
信
の
拡
大
な
ど
で
合
意
し

た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ロ
シ
ア
進
出
も

目
立
つ
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
工
場
が
今
年
１２
月
に
稼

働
、
日
産
自
動
車
、
三
菱
自
動
車
工
業
、

い
す
ゞ
自
動
車
も
生
産
拠
点
づ
く
り
へ
動

く
。
ロ
側
は
自
動
車
以
外
で
も
高
度
技
術

を
伴
う
産
業
誘
致
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
構
え
。
２
０

０
６
年
は
、
日
ロ
貿
易
と
対
ロ
投
資
、
及

び
日
本
企
業
・
銀
行
の
現
地
進
出
の
急
速

な
拡
大
を
鮮
明
に
し
た
画
期
的
な
年
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
の
日
ロ
貿
易
総
額
は
前
年

比
３５
％
増
の
１
兆
５
９
５
１
億
円
（
約
１

３
５
億
㌦
）
で
あ
っ
た
。

現
在
の
日
ロ
貿
易
は
、
ロ
シ
ア
が
欧
州

方
面
へ
の
石
油
・
ガ
ス
の
輸
出
で
獲
得
し
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た
外
貨
を
利
用
し
て
、
日
本
の
自
動
車
を

輸
入
す
る
と
い
っ
た
図
式
を
取
っ
て
い
る

が
、
近
い
将
来
を
展
望
す
る
と
、
ロ
シ
ア

側
は
石
油
・
ガ
ス
を
対
日
輸
出
し
、
そ
の

獲
得
外
貨
で
日
本
の
一
般
機
械
・
輸
送
機

械
を
輸
入
す
る
図
式
に
転
換
す
る
と
考
え

ら
れ
、
日
ロ
貿
易
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
よ

う
。注：

「
ロ
シ
ア
の
２
０
０
５
年
の
全
輸
出
高
は

２
４
１
２
・
１
９
億
㌦
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
、
燃
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
出
高
は
、
１
５
４

１
・
４
８
億
㌦
（
６３
・
９
％
）」（
出
所：

ロ
シ
ア

東
欧
貿
易
調
査
月
報
２
０
０
６
年
９
―
１０
月
号
、

ｐ.

５
）

一
方
、
日
本
の
０６
年
の
対
ロ
輸
出
の
う

ち
、
自
動
車
（
乗
用
車
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ

ク
、
中
古
車
）
の
シ
ェ
ア
は
７１
・
４
％

に
達
す
る
。

３）

石
油
・
ガ
ス
主
導
の
サ
ハ
リ
ン
経
済

下
の
表
は
、
今
後
３
年
間
を
見
通
し
た

サ
ハ
リ
ン
で
の
石
油
・
ガ
ス
の
生
産
高
の

予
測
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
に
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
１
７
２
１

万
㌧
、
石
油
で
２
０
４
０
万
㌧
が
産
出
さ

れ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
ど
れ
だ
け
を
日

本
が
買
い
付
け
る
か
は
不
明
だ
が
、
す
で

に
日
本
の
大
手
電
力
、
ガ
ス
会
社
が
か
な

り
の
量
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
買
付
け
契
約
を
結
ん
で

い
る
。

こ
の
ほ
か
、
東
シ
ベ
リ
ア
―
太
平
洋
石

油
パ
イ
プ
建
設
工
事
も
着
々
と
進
行
し
て

い
る
。
パ
イ
プ
建
設
が
ナ
ホ
ト
カ
湾
に
到

着
す
る
以
前
で
も
、
石
油
の
鉄
道
輸
送
で

約
１
０
０
０
万
㌧
程
度
が
２
、
３
年
後
に

は
ナ
ホ
ト
カ
湾
の
コ
ジ
ミ
ノ
港
か
ら
輸
出

さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
に
日

ロ
の
極
東
貿
易
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
時
期

は
眼
前
に
迫
っ
て
い
る
。

４）

サ
ハ
リ
ン
の
消
費
生
活

サ
ハ
リ
ン
経
済
は
石
油
・
ガ
ス
関
連
産

業
主
導
で
発
展
軌
道
を
驀
進
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
さ
を
享
受
し
て

い
る
の
は
ご
く
一
部
の
富
裕
層
に
過
ぎ
な

い
。
好
景
気
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
が
一
般
家

庭
を
襲
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
代
も
う
な
ぎ

の
ぼ
り
だ
。
今
年
に
な
っ
て
発
令
さ
れ
た

非
登
録
外
国
人
小
売
商
締
め
出
し
政
策

は
、
中
国
人
リ
ノ
ク（
市
場
）で
格
安
品
を

買
い
付
け
て
い
た
庶
民
の
懐
を
直
撃
し
た
。

一
方
、
富
裕
層
を
当
て
込
ん
だ
小
売
市

場
や
外
食
産
業
は
、
華
や
か
な
広
告
と
と

も
に
、
売
上
を
の
ば
し
て
い
る
。
レ
ジ
係

は
大
量
の
食
品
や
日
用
雑
貨
の
買
付
け
客

で
目
が
回
る
忙
し
さ
だ
。

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
廊
下
や
階
段
に
は
、

壁
一
面
に
広
告
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い

る
。日

ロ
貿
易
は
、
対
欧
州
向
け
と
対
極
東

向
け
の
両
輪
で
拡
大
を
続
け
る
時
期
を
迎

え
た
と
言
え
る
。（
了
）

２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

天然ガス（１０億�） ０．９ ４．９ １５．３ ２２．２ ２４．１

LNGに換算 ６４万㌧ ３５０万㌧ １０９３万㌧１５８６万㌧１７２１万㌧

Ａ欄（億円） ２１９ １１９７．８ ３７４０．６ ５４２７．８ ５８８９．８

石油（百万t） ７．２ １６．８ １７．２ ２０．２ ２０．４

Ｂ欄（億㌦） ２６．５ ６１．８ ６３．３ ７４．３ ７５．１

閉店しロシア人に店を譲る中国人商人

キオスクが立ち並ぶメインストリート

暖冬のユジノ市、駅前広場

テナントビルは、広告でびっしり

出所：Russian Academy of Sciences Economic Research Insti-
tute,“Economic Cooperation Between the Russian Far East
and Asia-Pacific Countries”p.84
Ａ欄：２００５年の日本の輸入LNG価格から逆算
Ｂ欄：バレル換算し５０㌦／Bで総額を計算（億㌦）
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